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曜量

護霊重量鰭
ザ
慢
が
手
綴
潟
の
ほ
と
り
C
絞
殺
議
滋
め
て
き
材
料
参
総
w
m銭
氷
広
一

一
携
の
般
針
が
ま
と
ま
り
、
平
成
3
年
春
mw
猿
成
副
官
同
国
お
し
、
問
中
一
け
一

一
れ
ば
刊
月
に
も
綴
ヱ
さ
れ
る
こ
と
院
絞
り
設
し
定
。
こ
の
綴
水
広
一

…
憎
閣
は
、
義
祭
事
東
側
の
譲

3
・T
Sヘ
ク
タ
ー
ル
£
、
£
…

一
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
ヘ
々
は
一
一
挙
融
持
凶
m
L
、
、
ふ
れ
あ
い
広
場
L
、
、
懸
悠
一

一
応
綴
L
4開
国
輸
相
泌
綴
ヘ
、
氷
点
W

広
場
仁
科
柚
ど
水
と
親
し
む
こ
む
の
で
一

一
き
る
陸
選
殺
と
展
示
雲
泌
総
示
の
鐙
L

夜
襲
す
る
一
齢
制
調
。
一

一

波

望

れ

童

謡

44護
柏
崎
孟
の
館
L
泳

、

警

の

護

号

一

一
ツ
チ
す
る
よ
う
滋
織
し
、
外
装
は
沼
紛
つ
い
だ
茶
系
品
悶
官
官
議
愛
し
一

一
て
お
り
、

upiム
箆
の
縫
製
矯
後
織
っ
デ
ザ
イ
ん
必
絞
り
設
し
た
。
匂

位認手
気
沼
総
本
広
場
は
、
慌
時
が
級
制
刊
mm

車
場
も
綴
織
刑
事
れ
ま
す
。

年
か
ら
ス
タ

i
Fし
た
「
ふ
る
さ
と
子
線
必
熊
取
総
納
入
口
い
つ
く
ら
れ
る

議
5
か
年
計
蹴
い
の
中
ぞ
、
汚
濁
液
余
附
閥

i

ン
ト
ラ
ン
ス
総
務
で
は
、
本
的
淡
れ
の

ワ
ー
ス
ト
ヴ
ン
的
手
間
H
沼
町
沖
化
作
戦
形
態
を
後
列
入
場
す
る
と
一
比
一
期
的
培
車

内
…
僚
と
し
て
、
県
民
に
本
に
親
ん
で
糸
が
ま
ず
告
に
入
り
、
機
札
洛
ち
る
本

も
ら
い
な
が
ら
、
ぬ
叩
旬
意
識
の
潟
務
告
が
心
を
和
ま
ぜ
て
く
れ
ま
す
“
絞
…
闘
を

図
る
た
め
綴
殺
す
る
も
の
で
す
'o

総
事
落
九
た
水
は
、
並
本
滋
的
中
を
臨
界
犯
を

絞
殺
は
品
何
日
四
億
円
級
料
紙
織
は
沼
べ
り
持
っ
て
ゆ
ワ
〈
り
流
れ
‘
殺
後
に
う
ず

め
問
問
敷
地

J
与
一
行
手
喜
怒

f
j
U
5
;
7
i
〓
を
ゑ

録
凝
縮
;
ご
ふ
;
と
〉
議
翠

と

ま

に

よ

務

豪

華

警

護

陸

JJ2隊
長
J
ユザ

る

民

有

地

を

議

運

浦

今

必

襲

撃

騨

勝

利
用
、
齢
制
一
地
議
続
縦
膨
総
駁
際
援
議
開
湖
齢
期
臨
醐
輔
州
制

会
γ
i
f静
諭
炉
胸
必
鰯
翻
雛
鱈
噂

a
-
a
M
Y
Nお
お

鍋

F
G

副

島

一

週

a額
町
刈
刈
誠
m
k
D
d
u

閣
総
納
ま
3

・1

ぷ
滋
湖
議
湯
沸
よ
勺
線
燃
や
「
品
約
湖
綴
終
消
綴
議
滋

S
F
1

議
選
議
了
比
三
宅
議
議
窓

昨指数
ωywLで
は
.
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
を
幾
い
ご
柏
崎
中
に
姿
を
消
し
ま
寸
a

こ

場
、
ミ
一
一
千
賀
沼
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、
的
広
務
は
、
一
良
は
は
、
子
供
が
本
と
た

品問
itz
広
場
、
隣
闘
終
広
場
、
本
町
広
場
な
わ
む
れ
て
滋
ぶ
こ
と
も
で
き
、
付
替
数

ど
の
凝
外
総
設
と
、
手
資
抑
制
的
愈
い
立
い
の
火
人
に
ほ
程
向
島
い
本
俳
織
を
縫
供
し

ち
ゃ
m
怖
に
生
息
す
る
魚
‘
綴
斡
な
ど
を
ま
す
お

開
叩
介
す
る
漆
一
都
銀
会
施
設
本
内
総
合
総
ミ
ニ
乎
資
制
的
は
、
手
自
民
協
の
都
府
を
山
開

設
。
問
h
d
{
中入室
6
台
)
駁
緩
め
駐
車
場
倣
し
、
協
の
本
を
措
ル
均
し
て
油
開
へ
山
引
き

と
U
A
A
日(犬訓
E
G
ぬ
〉
戦
終
の
2
つ
め
験
込
み
、
水
生
以
槻
脇
仰
を
織
え
、
急
を
仙
脱
税

せ じ 大 主 主すム が
せめ登主主るれ主要寄せk
らとグ3を判1 、詫主グ〉
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点
記

し
、
治
勲
一
静
化
、
自
然
視
線
的
機
と
し

て
帥
封
筒
1

こ
の
ミ
エ
苧
絞
初
出
品
削
い
に
つ

く
ら
れ
る
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
‘
コ
ン

サ
ー
ト
や
綴
外
国
枇
示
会
な

yゐ
綴
し
が

開
催
で
き
ま
す
。

休
息
‘
レ
ク
リ
エ

l
y
ョ
ン
州
都
閣
と

な
る
仰
が
符
笠
広
場
。
パ

i
y
ラ

(
B

除
け
)
、
ベ
ン
チ
簿
脅
訟
け
、
手
質
汚

央

公

豊富

民

教
育
長
に

中
村
宏
氏
、
か
就
任

中
市
教
育
委
員
会
は
9
刃
幻
自
‘
定
新
教
奮
長
に
統
紙
L
ま
t
た。

制
問
委
員
会
設
機
器
、
鐙
綾
上
内
線
機
中
狩
誌
は
縦
訓
刊

m年
7
月
伐
採
チ

で
続
隠
し
た
綴
合
大
助
隊
紋
溌
既
日
前
向
(
翁
時
〉
立
一
小
数
織
と
な
り
、
報

〈
忙
な
蹴
)
向
後
訟
は
中
村
宏
氏
字
選
山
開
i

ヶ
替
問
立
南
都
小
校
授
、
県
教
育
庁

県
教
世
慣
の
訴
総
を
受
汁
叩
月
向
。
器
、
東
葛
鶴
治
方
山
山
務
所
管
制
哩
殺
後
、
相

市
中
品
仙
川
小
校
長
、
殺
孫
子
了

を
政
一
任
、

m
M

年
以
同
月
か
ら
車
ω

目
弓
佳
品
川
は
帯
2
の
ロ
的
3
0

中
村
町
晴
氏

‘建一一一…一一ー-…一

我喜草子市文化祭1<1:舎年で
32@E!を迎え、内務1まいっ

そう充実。花開くF告祭文化

の祭典ヘ、みなさまおそろ

いで、お路線11ください。

対反対長邑用

文
化
的
軌
を
彩
る
文
化
祭
は
mw
阿
川
路
一

S
恥

臼
芸
家
月
‘
東
洋
総
燃
で
ス
タ
ー
ト
。
工
ち

心
的
登
か
宰
を
求
め
る
時
代
は
ま
だ
、
ん

す
ば
ら
し
い
鰭
棟
、
生
き
が
い
告
求
め
一
凶
初

る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
υ

文
化
祭
に
事
一

般
ず
る
皆
き
ん
は
こ
の
占
、
で
、
滋
か
さ
一

F

私事

を
十
分
以
ゆ
胸
膜
し
て
い
る
と
い
、
え
ま
し
一

止

、

フ

一

i

、

こ
れ
を
出
関
門
い
、
す
ば
ら
し
い
鰍
味
、
一
、

y

京
事
が
い
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
ロ
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図
的
行
つ
仕
事
に
つ
い
と
;
二
れ

は
潟
3
h
r
u
Q

何
と
か
な
ら
な
い
か
H

n

ニ
-7
し
て
欲
L
い
と
い
う
よ
う

な
祭
望
や
苦
渋
・
府
勝
山
阿
凡
を
脅
さ
ん
か

ら
特
急
、
そ
的
解
決
や
災
組
併
を
隠
る

よ
と
を
悶
目
的
と

L
て
い
る
の
が
「
行

政
鋭
校
で
す
。
ま
た
問
時
に
寄
せ
ら

れ
た
液
兇
を
、
そ
の
後
的
行
殺
議
営

に
生
か
す
没
抑
制
も
拠
っ
て
い
ま
す
悶

ιし
、
図
的
行
政
ぷ
不
満
主
点
が

あ
れ
ば
、
ニ
的
機
会
に
議

L
て
み
て

泣
い
か
が
寸
し
よ
う
か
。

母
月
の
耳
目
故
報
蹴
附
間
間
同
様

w
v
m
悶
締
凶
月
四
日
U

〈
水
)
午
前
日

時
か
ら
午
後
急
時

w
v
滋
所
荷
役
所
市
制
民
却
相
談
室

V
銭
湯
本
川
川
盛
官
〈
磁
)
1
8
5

9
、
品
問
山
路
敬
子
盟
〈
斜
)
8
7
4‘
5

V
問
闘
い
告
わ
せ
応
終
広
務
課

大;井市炎

時
勤
職
一
一
醸
報
梅
田

学
甜
惜
沌
毎
夜
務
泌
総
叫
組
会
申
比
一
例
品
券
円
相
角
川
M
B
か
ら
お
門
口
訣
で
の
ほ
同
日
目
隠
忽
畿
で

梼
簸
お
れ
柑
砕
し
た
。
間
盟
爾
刷
、
大
鉢
布
妥
ガ
符
附
桝
闘
の
古
山
間
眠
一
絞
殺
務
官
世
行
い
ま
し
た
。
今

回
法
、
守
磁
に
健
脚
轄
の
守
閣
制
氷
叶
刷
機
L

と
m
w月
号
協
議
℃
お
知
ら
せ
し
絞
吋
新
本
慾
南
側

主
総
混
濁
整
繋
葱
殺
し
徒
然
い
た
前
川
政
…
帥
販
制
報
告
を
要
約
し
て
鴻
儒
し
ま
す
勿

我
孫
子
訳
貨
物
線

跡

地

副

作

用

計

薗

本
山
士
は
，
殺
体
?
?
s
総
資
鞠
絡
跡
叫
地
創
刊

附
刑
法
本
計
画
報
t
M
奈
川
い
総
づ
き
、
各
時
略

設
邸
内
総
品
川
総
淡
鈴
画
を
ふ
金
泳
約
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
σ

二
内

総
殺
の
考
え
方
は
、
端
的
中
心
終
A
U
4

の

妓
と
し
て
向
次
約
締
刷
出
機
総
合
持
九
、

綴
広
く
市
民
が
山
刊
織
で
き
る
い
雌
設
と
し

て
文
化
昼
イ
ベ
ン
ト
系
機
仏
側
、
学
腎
系

施
設
続
出
限
州
出
勤
地
設
‘
ス
ポ
ー
ツ
糸

時制
Y

抑
制
等
を
基
本
と
し
た
も
の
で
す

P

今
後
は
阜
開
明
感
設
に
向
け
本
議
を
た

た
き
台
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ご
い
ま
す
密

十
i
料
配
れ
l
J

一

橋

上

駅

舎

化

…

ゆ
小

j
i
l
l
-
l
i
L

束

a本
総
支
蓬
降
)
か
日
開
円
相

切
に
築
本
フ
一
ア
シ
カ
一
昨
引
き
れ
ま
し
れ
f

、
今
後
は
、
こ
の
基
本
フ
ラ
ン
に
基
づ

き
協
議
を
滋
ね
‘
基
一
本
設
計
に
肉
け
て

絞
め
て
い
き
ま
す
。

成

続

線

を

一

複

線

化

…

b

，j
j
i
l
-
-
i
i
i
L
 

昭
和
副
都
に
沿
輔
叩
市
応
対
で
成
胤

線
総
緑
化
問
団
滋
m州
成
金
を
い
特
成
し
逐
織

を
ふ
車
ね
、
増
発
‘
最
終
電
欲
的
総
長
等

多
く
の
成
問
慨
を
箆
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
最
終
呂
稼
で
あ
る
同
時
抽
綿
花
に
つ
い

て
は
罪
数
に
燈
し
い
状
況
で
す
。

今
年
度
は
期
成
食
品
開
或
叩
湖
特
的
事

業
と
し
て
、
成
田
線
脳
間
的
略
化
促
進
に
向

け
て
的
綴
名
運
動
を
実
仲
砲
し
ま
し
た
。

本
市
ど
け
で
も
6
万
人
以
上
内
務
お
が

議
せ
ら
れ
て
お
り
、
会
津
で
は
叩
万
人

以
上
に
漆
寸
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
民
管
制
怖
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
務

お
州
仰
や
世
間
、
一
九
東
日
本
批
判
骨
骨
鉄
道
(
株
)

に
対
し
、
機
線
化
に
向
付
強
力
に
鈎
き

か
け
を
し
て
い
き
ま
す

a

纏
圏
民
鍵
康
保
険
税

鶴
入
は
毘
醸
聾
帥
舗
が
髄
鵜

口
総
総
称
は
、
同
開
後
絞
め
納
入
内
手
を
柑
階
特
附
す
る
だ
け
で
仙
抑
制
糊
ご
と
に
自
動

絞
き
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
も
な
く
、
綿
続
的
に
緩
替
が
一
行
わ
れ
、
つ
い
う
っ
か
り

教
に
と
コ
て
同
県
副
刊
で
、
か
っ
‘
確
実
な
と
い
一
フ
こ
と
が
あ
ワ
ま
せ
ん
ロ

納
入
方
淡
で
す
ω

皆
さ
ん
は
判
例
品
脱
出
問
土
台
向
日
成
滋
懇
の
手
続
き
は
輸
関
滅
。
左
表

め
ん
撤
織
令
山
融
機
間
同
ま
た
は
絞
絹

代
理
金
訂
融
機
関
に
犠
一
え
事
あ
る

、
日
後
援
替
依
頼
殺
し
に
必
要

事
務
者
記
入
丹
、
ヲ
え
、
捻
出
す

る
だ
け
で
す
桜

年
度
途
中
で
も
、
山
判
定
納
付

か
ら
日
出
燃
綴
替
へ
切

η且
鍛
え
が

で
き
ま
す
的
で
、
ご
務
用
く
だ

塁審767き

食

料

摂

沼

一

に
つ
い
て
一

*
i
l
i
l
i
-
-
j
i
l
-
-
!
、
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